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会
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市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
よ

り
町
田
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、

格
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
三
月
定
例
市
議
会

に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご

推
挙
に
よ
り
議
長
な
ら
び
に
副
議

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
す
が
、
責
務

の
重
大
さ
を
自
覚
し
、
市
政
の
推

進
と
議
会
の
円
滑
な
運
営
を
行
う

と
と
も
に
、
七
月
の
新
庁
舎
開
庁

に
あ
わ
せ
委
員
会
中
継
、
議
員
個

人
ご
と
の
表
決
結
果
の
公
表
な
ど
、

さ
ら
な
る
「
開
か
れ
た
議
会
」
の

実
現
を
目
指
し
、
誠
心
誠
意
努
力

す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
田
市
は
首
都
圏
の
中
核
都
市

に
成
長
し
、
「
ま
ち
だ
未
来
づ
く

り
プ
ラ
ン
」
の
推
進
を
は
じ
め
魅

力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。

　

地
方
自
治
を
さ
ら
に
進
め
る
た

め
、
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も

日
々
、
生
じ
る
行
政
課
題
に
的
確

に
対
応
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
全
力
を

あ
げ
て
取
り
組
む
覚
悟
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
よ

り
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

自
由　

民
主

○
三
遊
亭
ら
ん
丈　

松
岡
み
ゆ
き

　

い
わ
せ
和
子　
　

佐
藤
伸
一
郎

　

大
西　

宣
也

　

志
政
ク
ラ
ブ

○
熊
沢
あ
や
り　
　

藤
田　

学

　

吉
田
つ
と
む　
　

お
さ
む
ら
敏
明

　

ま
ち
だ
新
世
紀

○
市
川　

勝
斗　
　

渡
辺
厳
太
郎

　

新
井　

克
尚　
　

渋
谷　

武
己

　

諸
派

○
友
井　

和
彦

　

諸
派

○
若
林　

章
喜

　

諸
派

○
白
川　

哲
也

（
平
成　

年
2
月　

日
現
在
）

24

28
○
は
会
派
代
表
者

　

民
主
党
・
社
民
・
ネ
ッ
ト

○
河
辺
康
太
郎　
　

森
本
せ
い
や

　

佐
藤　

和
彦　
　

わ
た
べ
真
実

　

戸
塚　

正
人　
　

齋
藤　

祐
善

　

田
中　

修
一　
　

谷
沢　

和
夫

　

公
明
党

○
上
野　

孝
典　
　

山
下
て
つ
や

　

お
く　

栄
一　
　

あ
さ
み
美
子

　

宮
坂
け
い
子　
　

川
畑　

一
隆

　

日
本
共
産
党

○
殿
村　

健
一　
　

池
川　

友
一

　

佐
々
木
智
子　
　

佐
藤　

洋
子

　

細
野　

龍
子

　

私
た
ち
公
明
党
は
庶
民
の
た
め

の
政
策
を
実
現
す
る
会
派
で
す
。

　

六
名
の
所
属
議
員
は
常
に
地
域

に
密
着
し
て
、
地
元
か
ら
の
要
望

や
身
近
な
政
策
課
題
の
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　

昨
年
は
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設

置
が
実
現
で
き
ま
し
た
。
今
年
は

全
小
学
校
で
エ
ア
コ
ン
の
設
置
が

前
だ
お
し
実
施
さ
れ
ま
す
。　
　

　

今
後
は
、
①
避
難
所
や
備
蓄
物

資
の
充
実
強
化
、
②
が
ん
検
診
や

予
防
接
種
の
充
実
と
普
及
、
③
包

装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
無
料
分

別
収
集
、
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

市
議
会
公
明
党
の
政
策
は
「
一

人
の
声
」
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
税
金
の
無
駄
遣
い
を

た
だ
し
、
行
政
の
充
実
を
め
ざ
す

公
明
党
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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は
じ
め
に
、
昨
年
の
東
日
本
大

震
災
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
達
民
主
党
・
社
民
・

ネ
ッ
ト
会
派
は
、
民
主
党
、
社
会

民
主
党
、
町
田
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
三
つ
の
政
党
、
地
域
政
党

か
ら
な
る
議
員
八
名
で
構
成
す
る

会
派
で
す
。
日
本
国
憲
法
及
び
地

方
自
治
法
を
基
調
と
し
、
福
祉
・

教
育
・
環
境
・
人
権
・
平
和
の
五

つ
の
理
念
を
柱
に
活
動
し
て
い
き

ま
す
。
更
に
昨
年
の
東
日
本
大
震

災
を
教
訓
に
災
害
時
に
お
い
て
も
、

し
っ
か
り
と
機
能
す
る
議
会
を
目

指
し
、
更
な
る
議
会
改
革
に
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
常
に
市
民
の
目
線

で
考
え
、
行
動
し
て
い
き
ま
す
の

で
是
非
、
ご
期
待
下
さ
い
。
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当
会
派
は
、
日
本
の
伝
統
文
化

を
尊
重
す
る
こ
と
に
重
き
を
置
く

議
員
が
つ
ど
っ
て
結
成
し
ま
し
た
。

　

保
守
を
基
調
と
し
、
極
端
な
変

革
を
推
し
進
め
る
の
で
は
な
く
、

地
域
を
基
盤
と
し
て
、
人
々
が
信

頼
し
合
い
な
が
ら
安
定
的
に
生
き

る
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
整
え
て

い
く
。
そ
ん
な
穏
健
な
立
場
こ
そ
、

保
守
の
神
髄
で
あ
る
と
い
う
思
い

を
共
有
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　

　

昨
年
の
「
東
日
本
大
震
災
」
で

も
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
�
絆
�
を

大
事
に
し
、
極
端
な
改
革
と
は
距

離
を
置
く
も
の
の
、
時
代
の
変
化

に
応
じ
た
漸
進
的
な
改
革
に
は
積

極
的
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
、

本
質
的
に
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
重
視

す
る
会
派
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
市

民
と
と
も
に
、
市
政
の
一
端
を
担

っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

�
��

�
�

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
と
原
発

の
事
故
は
、
東
北
地
方
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
日
本

共
産
党
市
議
団
も
、
数
回
に
わ
た

り
被
災
地
支
援
に
い
き
ま
し
た
が
、

人
の
命
の
尊
さ
と
「
住
民
の
福
祉

の
増
進
」
と
い
う
自
治
体
の
役
割

の
重
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。　

　

い
ま
、
市
民
の
暮
ら
し
は
か
つ

て
な
く
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
三
〇
億
円
も
の
財
政
を
投
入

す
る
新
庁
舎
建
設
に
つ
づ
く
さ
ら

な
る
大
型
開
発
へ
の
税
金
の
無
駄

遣
い
や
、
受
益
者
負
担
の
名
に
よ

る
市
立
公
園
駐
車
場
の
有
料
化
は

止
め
る
べ
き
で
す
。
災
害
や
放
射

能
か
ら
子
ど
も
た
ち
や
市
民
を
守

り
、
保
育
所
や
特
養
ホ
ー
ム
の
増

設
、
子
ど
も
と
高
齢
者
の
医
療
費

助
成
の
拡
充
な
ど
、
市
民
の
い
の

ち
と
暮
ら
し
を
第
一
に
し
た
市
政

の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
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地
方
議
会
は
、
中
央
の
政
党
政

治
と
は
一
線
を
画
し
、
ロ
ー
カ
ル

パ
ー
テ
ィ
ー
（
地
方
政
党
）
を
結

成
す
べ
き
と
の
認
識
か
ら
、
当
会

派
は
自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
議

員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

常
に
市
民
の
代
表
と
し
て
責
任
を

持
ち
、
透
明
性
と
機
動
性
を
兼
ね

た
議
会
運
営
を
行
い
ま
す
。

　

当
会
派
の
基
本
政
策

①
市
民
本
位
の
分
か
り
や
す
い
政

治
を
目
指
し
、
行
政
に
対
し
、
積

極
的
に
政
策
提
言
を
行
い
ま
す
。

②
市
民
病
院
の
改
革
を
進
め
、
市

民
に
一
層
信
頼
さ
れ
る
医
療
の
提

供
を
推
進
し
ま
す
。

③
次
世
代
を
担
う
子
供
達
の
た
め

に
、
教
育
環
境
の
整
備
を
提
言
し

ま
す
。

④
Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア
を
は
じ
め

各
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
施
策
へ
の
充

実
を
提
言
し
ま
す
。
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私
た
ち
志
政
ク
ラ
ブ
は
、
『
町

田
・
未
来
戦
略
プ
ラ
ン
』
を
打
ち

立
て
ま
し
た
。
町
田
市
は
約
二
〇

年
後
の
平
成
四
二
年
に
は
、
現
在

四
二
万
人
の
人
口
を
五
〇
万
人
へ

と
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

二
〇
年
、
三
〇
年
後
の
町
田
市
の

姿
を
想
像
し
、
今
必
要
な
こ
と
を

実
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

全
国
的
に
少
子
化
が
進
み
、
人

口
増
加
を
掲
げ
ら
れ
る
都
市
が
少

な
い
中
、
町
田
市
に
は
リ
ニ
ア
新

幹
線
開
通
、
小
田
急
多
摩
線
延
伸
、

多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸
の
プ
ラ

ン
が
あ
り
、
ま
す
ま
す
発
展
す
る

夢
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
産
業
で

は
、
農
業
や
ハ
イ
テ
ク
企
業
を
集

約
し
た
エ
リ
ア
を
作
り
、
雇
用
を

確
保
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

し
て
文
化
と
芸
術
の
香
り
漂
う
ま

ち
を
創
造
し
、
活
気
あ
ふ
れ
る
都

市
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
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田中修一　議長藤田　学　副議長

就
任
の
あ
い
さ
つ

を
選
出

をを
選選
出出

田
中

修
一

藤
田

学

田田
中中

修修
一一

藤藤
田田

学学

議

長

副
議
長

議議

長長

副副
議議
長長

　

三
月
定
例
会
で
は
、
二
月
二
七
日
に
正
・
副
議
長
の
選
挙
、
三
月
一
二
日
に
常
任

委
員
会
な
ど
の
議
会
人
事
の
改
選
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
中
修
一
議
長
（
民
主
党
・
社
民
・
ネ
ッ
ト
）
、
藤
田
学
副
議
長
（
志
政
ク
ラ
ブ
）

を
選
出
し
ま
し
た
。

会
派
の
抱
負

　

三
名
以
上
で
構
成
さ
れ
る
会
派
に
つ
い
て
抱
負
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

各
議
員
の
所
属
会
派
に
つ
い
て
は
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

会
派
と
は
、
市
民
の
生
活
に
密
着
し
た
様
々
な

施
策
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
同
じ
よ
う
な

考
え
方
や
意
見
を
持
つ
議
員
同
士
の
グ
ル
ー
プ
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。


